
作業機付きトラクタの

公道走行に必要な対応

北海道農作業安全運動推進本部
資料画像出典 (一社 日本農業機械工業会)



●どのようなトラクタが公道を走行できる ?

●装着して走行してよい作業機は ?

●誰がどのように対応すれば良い ?



どのようなトラクタが公道走行できる ?

●トラクタ単体で道路運送車両法の保安基準に適合

する小型特殊自動車・大型特殊自動車であること

●適合しないものもあります。取扱説明書に記載



取扱説明書の記載例

道路運送車両法の小型特殊自動車

道路交通法上の大型特殊自動車

法令に適合しない作業機を装着して
道路走行をすると道路運送車両法
その他の法令違反

トレッド(輪距)は標準状態にしないと
道路運送車両の保安基準違反



装着して走行してよい作業機は?

R1.12.25 考え方が示されました。



誰がどのように対応すれば良い?

トラクタの使用者が適合性を確保する必要があります。

小型特殊(最高速度35km/h未満)は使用者が確認

大型特殊(最高速度35km/h以上)は運輸支局で構造等変更検査

● 保安装置(灯火，反射器)が見えるようにする。

● 作業機の幅がわかるようにする。

● 安定性(転倒しない)を確保する。



トラクタの灯火器類



灯火器類の保安基準適合要領
32条 前照灯 ヘッドランプ
34条 車幅灯 ポジションランプ
37条 尾灯 テールランプ
38条 後部反射器 リフレクター
39条 制動灯 ブレーキランプ
40条 後退灯 バックランプ
41条 方向指示器 ウインカー

備え付け
性能 確認距離 灯火の色 照射光線
個数
取付位置

備え付け
性能 確認距離
灯火の色
個数
取付位置
取付要件
構造

備え付け
性能 確認距離
灯火の色
点滅回数
取付位置
取付要件



視認性の確認



灯火器が隠れる場合



後退灯が見えなくなる場合

保安基準を確保する位置に移設または新設する。

後退灯の
取付位置

緩和されません。



灯火器類が視認不良となる場合の対応キットイメージ



灯火器類の取付位置
40cm以内



灯火器の取付位置



全幅が2.5mを超える場合
トラクタの灯火装置の位置(外側)が最外側から40cm以内の場合

トラクターの灯火装置の位置が最外側から40cmを超える場合



全幅が2.5mを超える場合のイメージ

トラクタ灯火装置が最外側から40cmを超えている

ウインカーは見えている



安定性について

現在，国産トラクターと国産ロータリーの組み合わせが掲載されています。



制限標識などの仕様



操舵輪の分担荷重 20%以上の確保
(道路運送車両法 細目公示(安定性)第164条)

●作業機を装着しても操舵装置の車両軸重量が20%
以上なら走行可。

●20%未満の場合はフロントウェイトなどを追加して
20%以上にして走行すること。



反射器・灯火器・外側表示板



灯火類の装備例(EU)

コンビネーションハロー グレンドリル カルチベータ



トラクタの灯火が隠れる作業機(EU)



ブームスプレーヤ 空気搬送式プランタ

灯火類の装備例(EU 折りたたみ式)



折りたたみ装置の工夫



まとめ 1 安全走行

安全に走行するために

灯火類が見えること

幅が分かること

見えない灯火器がある場合

作業機に灯火器を付ける必要があります。

すべて見える場合

作業機幅2.5m以内，最外側と灯火器類の距離が40cm超
⇒ 前白・後赤の反射器

作業機幅が2.5m超 ⇒ 前後に外側表示板
全幅〇〇mと表示

特殊車両通行許可
かつ，作業機最外側と灯火器類の距離が40cm超

後赤反射器，前白・後赤のランプ



安定した走行をするために

安定性が確保できること

●操舵輪の荷重20％となるようにする。

●最大安定傾斜角度が30度に満たない場合

時速15km以下で走行し，
運行速度15km/h以下と表示する。

まとめ 2 安定走行



紹介した情報は

(一社)日本農業機械工業会
のHPに掲載されています。

是非一度ご覧ください。


